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Abstract
The original Yanagisawa House has been partly preserved as a registered tangible cultural 
property and the rest was rebuilt in the early Heisei period. The author has written previously 
about the house, and this paper supplies further information about the original form of the 
house and of a project which has made use of the house. The results of an investigation and 
interviews with related persons are as follows. 
The layout of the original house was a compromise between Japanese and European style. A 
western-style room （drawing room） was constructed by the front door. The house had a middle 
corridor. There were rooms equipped with a water supply on the north side of the corridor, and 3 
rooms were distributed on the south side.
There was a hearth in the Japanese-style room next to the drawing room and there was a 
door in the center of the middle corridor. The drawing room and the Japanese-style room on the 
east side of the house were used for service, and the rooms on the west side were for family.
Though the rooms on the west side of the house were demolished during reconstruction, this 
lost section seems to have been built with no particular design. The designer of this house, 
Yasubee Ito, tried to foreground a feature of a traditional private house by leaving the structural 
materials exposed: the logs which appear under the ceiling of the drawing room remain visible.
The extant part of the old house is open to the public during Tokyo Heritage Weeks. And 
various events are performed in the other house at the same site while the project of tea-
processing is held in the tract of green land formed by the garden of the Yanagisawa house. 
Though the tea industry in Setagaya declined after about 1900, tea cultivation was popular in 
what was then Daita village and in Shimokitazawa, and the Yanagisawa family were at one time 
engaged in the trade. The events at Yanagisawa house aiming at the reproduction of the past will 
motivate people to revive the house as an important local historical property. Yanagisawa house, 
in cooperation with Saita Memorial Hall （established for the purpose of promoting tea culture） 
and shops in the Shimokitazawa area, will be a good base for this campaign.
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本稿は 8 節から成る。すなわち，第 1 節から第 6 節では，柳澤邸の建築上の特徴を関係資料の分析






























































異なり，高さ約 15 mm の細長い換気口が柱間いっぱいに設けられている（図 14）。そのため床高が抑
えられ，テラスに出やすくなっている。
図 10　応接間から和室を見る。
図 11　応接間東側の暖炉 図 12　和室西側

















『民芸建築図集』には伊東設計の建物が計 26 件掲載され，その内訳は住宅 14 件（うち 1 件は増築），
飲食店 11 件，そして旅館 1 件である。以下，新築住宅 13 件について簡単に触れる。
柳澤邸と同様に妻壁に貫と束の意匠を施した住宅は 8 件あり，束のみを木組の意匠として強調した


























































































a には，柳澤邸の解説，写真（外観 1 枚，室内 3 枚），そして平面図が付く。同書に掲載された図 18
は柳澤邸の南側ならびに東側の眺めで，図 19 は応接間，図 20 は和室から見た応接間，図 21 は応接
間から見た和室である。
図 18　柳澤邸
図 19　応接間 図 20　和室から応接間を見る。
─ 9 ─
b～d はいずれも柳澤家の所蔵になる。b の「柳澤邸新築工事 工事請負契約書」ならびに「工事仕
様書」はそれぞれ便箋に縦書きの 4 枚綴り，c の「柳沢邸増築工事請負契約書」は同じく便箋に縦書
きの 5 枚綴りのもので，d は工事中の写真である（図 22）。以下，順に a から d の内容を紹介し考察
を加える。
4．『民芸建築図集』掲載の「柳沢千代鈷氏邸」
まず伊東安兵衛による解説文，続いて平面図を紹介する。平面図は A から D の 4 種類ある（図 23
～26）。
4-1　設計者伊東安兵衛自身の解説（全文）






ったので，C の平面をそのまま実現することは不可能な状態であった。そこでやむを得ず平面図 D にみら
れる様なものになったのである。12）
平面図 A の家屋（以下家屋 A，図 23）は戦後建てられた小住宅で，その東側への増築案が平面図 B
である（図 24）。しかし，家屋 A は安普請であったので，取り壊して全体を新築することにした。こ
れが平面図 C である（図 25）。しかしながら，新築では建築費がかさむので，当初の計画通りに増築
することとなった。そうこうする間に，東側の増築工事が進んでしまい，家屋 A と増築とはそぐわ



















次に，平面図 A から D の間取りならびにその変化を詳しく見ていく。
平面図 A（家屋 A）： 南面して 4 畳半と 6 畳の和室が並び，その北側に玄関と台所（ともに 3 畳大）
があり，台所に勝手口を設ける。和室にはそれぞれ 1 間幅の押入が付く。6 畳間の南に縁側を取り，
その西端に便所を置くが，浴室はない。
平面図 B（以下 B 案）： 家屋 A にあった 4 畳半北側の押入を撤去して廊下にし，玄関を洗面所付き
の浴室に変更する。その東側はすでに本稿第 1 節の建物概要で見た通りである。ただし，現存する家
屋と同図面では異なる点が 2 箇所ある。B 案では応接間東側に設置された暖炉は玄関側に少し張り出
すが，現状ではその張り出しはない。応接間北側の床と棚の奥行は同図面では半間であるが，実際は
その半分の 1.5 尺幅となる（実測値で 462 mm）。
平面図 C（以下 C 案）： 西側に南面して 4 畳（押入を含む）と 6 畳間の和室があり，北側に台所，便
所，浴室の水廻りをまとめ，廊下の西側突き当りに納戸を設ける。また，B 案の縁側をなくし，6 畳
間を半間南に移動させる。さらに，C 案では B 案東側の便所を西側に移し，その分台所を東側に半
間寄せ，B 案の台所と浴室の間にあった土間付きの勝手口を台所内に設けている。
平面図 D（以下 D 案）： C 案よりも東西方向に半間縮小するほか，C 案の 6 畳の和室を 8 畳に，4 畳
の和室を 3 畳大の書斎に変更している。納戸の押入の位置と大きさを変えるが，それ以外は B 案を
踏襲している。
筆者にとって興味深いのは，C 案である。同案は既存の家屋 A に依拠しない新築案であり，それ
だけに伊東安兵衛の設計理念が色濃く出ていると考えられるからだ。C 案は，間取りの上では，玄関
脇に洋間がある和洋折衷で，洋間から西に続く長い廊下により，南面する居室と北側の水廻りを区分
した中廊下式である。そこで C 案の立面の推定を行い，次節にて，実施された D 案について資料 b
～d に基づいて創建時の姿を考察する。
4-3　C案の考察





仮に C 案で建てられていたとすると，間口 9 間となり，屋根勾配を現存家屋のそれに倣うと 4.5 寸
勾配（4.5/10）なので，その棟高は約 6160 mm となる。因みに現存家屋の棟高は約 4890 mm である。
5．柳沢邸増築工事請負契約書・工事仕様書について
柳澤邸の工事請負契約は，新築工事については昭和 26（1951）年 7 月 27 日に，増築工事について

















































































張り出し部分の真上に当る屋根面は，その途中から北側に下る。さらに，平面図 D とこれら 2 枚写
真の照合から，寝室の南側を出窓とし，室内側から障子，ガラス戸があり，それぞれ引違いの 4 枚戸
で，1 本引きの雨戸が入っていたと言えよう。
















応接間の規模は梁間 2 間，桁行 2 間半であり，十字に組まれた丸太は梁間方向の梁（末口約 z158）
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応接間と和室境に渡された差鴨居は成 204 mm，幅 118 mm であり，この差鴨居に束を立てて梁間




一部四寸角を使用」とある。すなわち，創建時の建物の柱は全般に 3 寸 5 分（約 106 mm），ホール
（応接間）は一部 4 寸（約 121 mm）の柱を使用したというのである。これらの柱径を実寸法で検証し
てみる。同室を構成する柱径の最小は 100 mm で，これと同径の柱は 2 本ある。他方，柱径の最大
は 148 mm で，これは 1 本あり，それ以外はすべて 114～118 mm（3.8～3.9 寸）である（計 10 本）。こ
の径 148 mm のものは差鴨居を受ける北側の柱である。
厳密には 4 寸の柱はないが，3.8～3.9 寸をまるめて 4 寸と表記したのであろう。また，隣室の和室
の柱径は 100～105 mm なので，応接間とそれ以外の部屋は柱径ならびに意匠に差をつけていたこと
になる。
6-2　小屋組について
屋根裏へは和室（4 畳半）の押入の天井から出入りできる（図 28）。主要な部材寸法を梁伏図（図 29）
ならびに断面図（図 30）に記す。柳澤邸の小屋組は和小屋であり，図 29 に示すように，小屋梁は桁
行方向に 1 間間隔で入る。
ここでは，とくに応接間の小屋組における部材の組み方を考察する。天井下に現れる丸太梁のうち，
桁行方向の梁の上には，その天井裏に張り間 1 間の梁（角材，120×120 mm）が載る。この梁に立つ束
はその上の二重梁（角材，125×120 mm）の端部を支持する。このことから，屋根荷重は天井下に現れ
る丸太梁によって支持されていることがわかる。なお，火打については近年の補強工事で鋼製のもの





























和 2 年 1 月 1 日現在で，登録数は 12,443 である。
同制度の特徴は，届出制という緩やかな規則を通じて建造物の保存を図り，活用を促すところにあ
る。同文化財に登録されると，相続税については相続財産評価額（土地を含む）を 10 分の 3 控除，固
定資産税については家屋の固定資産税を 2 分の 1 減税という優遇措置がある。さらに，保存活用に必










本年（令和 2 年）で，一般財団法人柳澤君江文化財団は設立から丁度 10 年を迎える。そこで設立の






























 　柳澤邸が平成 23（2011）年に国の登録有形文化財に登録されたこと，平成 25（2013）年 2 月に柳
澤邸の敷地は市民緑地となり，毎日公開していること，同じ敷地内の 2 階屋（昭和 36 年築，図 33）
を公開してイベント等で自由に使ってもらっているという実績が，この 40 条に対して有利に働く
と考えました。そのため 2 階屋については耐震補強をはじめ修繕工事を施しました。因みに，この
2 階屋は君江さんが生前，書道教室に使用していました。そして，平成 27（2015）年 2 月 12 日に
やっと国税庁長官の非課税承認が下りました。
―そのため，この公益に供するというのが当財団設立の目的になっているのですね。











面積は 300 m2 以上というのが市民緑地の条件で，約 1,260 m2 を提供しました（参照，図 1）。柳澤
邸の敷地は約 1,970 m2 なので，約 64％を提供したことになります。
― 因みに，市民緑地公開後の様子ならびに世田谷トラストまちづくりはどのような管理をしているの
ですか。
 　「大原一丁目柳澤の杜市民緑地」として年末年始を除いて，9 時から 17 時（冬季は 16 時）まで公
開しています。市民緑地として緑地保全の意味合いが強いので，来訪者は少なくまだまだ市民が楽
しめる場所とまではなっていません。世田谷トラストまちづくりは門の開閉の管理を行っています。




























したという。平太郎は私有の山林 2 万余坪を開墾して，明治 3（1870）年，製茶師を勢州四日市より
招聘するとともに，製茶の機械・器具を宇治地方より取り寄せ，製造場の施設を整える。

















柳澤君江文化財団では，平成 28（2016）年 5 月から，柳澤邸の敷地内で製茶体験イベントを開催し
ている。筆者はその 6 回目（令和元年 11 月 3 日開催）に参加した。イベント名は「世田谷晩茶（ほうじ
茶）の製茶体験」（図 34，35）で，以下はその体験記である。








































図 34　柳澤邸の茶畑 図 35　製茶イベント（令和元年 11 月 3 日）
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―では，当財団での茶葉栽培に至るまでの経緯をお聞かせください。









ました。同地図は 2 万分の 1 で，彩色により茶畑の箇所と大きさがわかります。ただ，茶の木とと
もにそれ以外のものを栽培していた場合は畑地とされたので，実際の茶の木のきちんとした分布ま
ではわかりません。柳澤家の茶業に関しては，『齋田家茶業史料』に記載があります。それは，明
治 28（1895）年 8 月の「変換廃園届綴」で，それによると，柳澤丑之助の茶園は「壱反弐畝弐拾五
歩」でした19）。
―柳澤家の茶園が 1 反 2 畝 25 歩ということは，385 坪ですね。














































































茶園の規模も齋田家の 6 町 8 反 2 畝歩（約 2 万余坪）に比べれば小規模なものであったが，柳澤家は
確かに世田谷の茶業の一端に関わっていたのである。





◦ 創建時の柳澤邸の建築年については，新築（現存家屋）は昭和 26（1951）年 8 月頃に，増築（失われ
た棟）は同年 11 月頃に着工され，それぞれ 4 か月以内の竣工との契約内容から，全体が完了した
のは昭和 27 年であるが，現存家屋は昭和 26 年築となる。











◦ この現存家屋は文化財ウィークで公開され，隣接する 2 階屋では各種のイベントが，市民緑地とし
て開放されている庭では，茶の自家栽培を通じた製茶のイベントが行われるなど，柳澤邸では公益
性のある事業が行われている。
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